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5.5 能登半島縦貫有料道路 NO.14 被害状況及び復旧対策 

 

5.5.1 能登半島縦貫有料道路 縦－14 被害状況 

（1）被害状況 

 高さ約 18mの高盛土区間で延長約 35mにわたり上下車線が内浦側（または、南南西側）に崩壊
し、崩落土砂は約 70m先まで流れ出した。 
（2）復旧方針 

 盛土の靭性を向上させるため、2 段にジオテキスタイルを用いた補強盛土工とした。また、盛
土内の排水性を向上させるため、暗渠排水工を施工する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.5.1-1 NO.縦－14 位置図 

写真 5.5.1-1 NO.縦－14 被災後写真 写真 5.5.1-2 NO.縦－14 応急復旧後写真

被災箇所 縦-14

横田IC
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図 5.5.1-2 NO.縦－14 平面図 

図 5.5.1-3 NO.縦－14 主断面図 
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写真 5.5.1-3 NO.縦－14 コア写真 

盛土下面

強風化岩下面

表土下面
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図 5.5.1-4 NO.縦－14 ボーリング柱状図 

BV縦-14-2孔：Ｌ＝10ｍ
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5.5.2 NO．縦－14 復旧対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.5.2-1 NO.縦－14 平面図 

 

図 5.5.2-2 NO.縦－14 標準断面図 
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5.6 能登半島縦貫有料道路 NO.21 被害状況及び復旧対策 

 

5.6.1 能登半島縦貫有料道路 縦－21 被害状況 

（1）被害状況 

 高さ約 36mの高盛土区間で延長約 30mにわたり上下車線が内浦側（または、東南東側）に崩壊
し、崩落土砂は約 120m先まで流れ出した。 
（2）復旧方針 

 盛土の靭性を向上させるため、4 段盛土の内下 2 段にジオテキスタイルを用いた補強盛土工と
した。また、盛土内の排水性を向上させるため、暗渠排水工を施工する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.6.1-1 NO.縦－21 位置図 

写真 5.6.1-1 NO.縦－21 被災後写真 写真 5.6.1-2 NO.縦－21 応急復旧後写真 

1/60,000

縦-21
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図 5.6.1-2 NO.縦－21 平面図 

図 5.6.1-3 NO.縦－21 主断面図 
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写真 5.6.1-3 NO.縦－21 コア写真 

図 5.6.1-4 NO.縦－21 移動杭観測グラフ 

盛土下面 表土下面

A測線 B測線 

A測線の 5月 7日観測時には、A-6～A-10移動杭で 2～8mmの変状(谷側への移動)が見られた
が、その後の観測では山側に移動しており、谷側への移動は観測誤差によるものと判断した。

B測線は、2mm程度の移動が生じている可能性があるが、その移動方向は山側へのものであ
り、特に問題はない。 
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図 5.6.1-5 NO.縦－21 ボーリング柱状図 

BV縦-21-1孔：Ｌ＝12ｍ
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5.6.2 NO．縦－21 復旧対策 

（1）  

①復旧盛土の耐震性向上を目的に，下段に補強盛土を採用する。法面勾配を 1：0.6とし復旧土
工量の削減と，斜面中段での支持による路体内の排水性向上を図る。 

②崩土は補強盛土の前に盛土整形して極力残置し，外部搬出土量の削減を図る。 

③施工手順は，補強盛土工下部の暗渠排水を先行させ，崩土の撤去，補強盛土，路体盛土の順

に実施する。 

 

（2） 

崩壊地頭部の谷側には H鋼杭を打設し、迂回路の安全性を確保している。 
監視施設としては、H鋼杭を挟んで谷側に A測線，山側に B測線とした移動杭を設置し観測し
ている。 

移動杭による観測は、誤差が生じやすいため、5月 26日にＨ鋼杭打設位置付近で地中伸縮計を
設置し、現在観測中である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下部湛水地排水工

上部崩落土掘削・排土工

開 始

下部崩落土掘削・排土工
迂回路保護用

アンカー工

本暗渠工

副暗渠工

補強盛土基礎工

（置換栗石工）

補強盛土工

路体盛土工

排水工 舗　装　工 捨土盛土整形

工

交通安全施設工

供　　用

林道復旧工

（迂回路撤去工）

図 5.6.2-1 NO.縦－21 復旧フロー 
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図 5.6.2-2 NO.縦－21 平面図 

図 5.6.2-3 NO.縦－21 標準断面図 


